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一
、
は
じ
め
に

嶺
松
院
歌
会
は
、
本
居
宣
長
が
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
歌
会
と
し

て
知
ら
れ
る
。
同
歌
会
は
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
に
は
じ
ま
る
。「
享
保

十
六
年
四
月
月
次
歌
会
よ
ろ
づ
の
ひ
か
へ
」
に
は
、
冒
頭
に
会
員
名
・

会
則
・
当
番
が
記
さ
れ
、
そ
の
会
則
に
は
「
式
日
は
二
十
五
日
で
、
朝

食
後
集
ま
り
、
弁
当
持
参
、
当
番
が
茶
や
炭
、
塩
う
ち
大
豆
の
用
意
を

す
る
こ
と
。
ま
た
所
蔵
の
歌
書
を
持
参
す
る
こ
と
」（
鈴
木
香
織
・
吉
田
悦

之
「
八
雲
神
社
所
蔵　

牛
頭
天
王
宝
前
和
歌
百
首
・
奉
納
和
歌
百
首
」「
鈴
屋
学
会
報
」

11
、
Ｈ
６
・
12
）
が
書
か
れ
て
い
る
。
宣
長
が
加
わ
っ
た
の
は
宝
暦
八
年

（
一
七
五
八
）
か
ら
で
、
そ
の
後
は
宣
長
を
中
心
に
歌
会
が
行
わ
れ
た
と

思
し
い
。
宣
長
の
古
典
講
釈
の
聴
講
者
が
ほ
ぼ
同
歌
会
の
参
加
者
に
重

な
る
な
ど
、
嶺
松
院
歌
会
は
鈴
屋
社
中
の
日
常
活
動
を
考
え
る
う
え
で

き
わ
め
て
重
要
な
存
在
と
い
え
る
。
宣
長
参
加
時
、
毎
月
十
一
日
と
二

十
五
日
を
会
日
と
す
る
。
こ
こ
に
毎
月
十
七
日
の
遍
照
寺
歌
会
、
毎
月

三
日
の
須
賀
直
見
家
会
、
毎
月
十
五
日
の
稲
掛
棟
隆
家
ほ
か
で
行
わ
れ

た
会
が
徐
々
に
月
次
と
し
て
加
わ
り
、
盛
時
に
は
月
五
回
の
月
次
歌
会

が
存
在
し
た
。
い
ず
れ
の
歌
会
も
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
宣
長
の
門
人

で
、
社
中
興
行
に
等
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
（
鈴
木
淳
「
国
学
者
に
お

け
る
和
歌
の
意
味
」『
論
集　

和
歌
と
は
何
か
』
笠
間
書
院
、
Ｓ
59
）。
鈴
屋
社
中
に

お
い
て
、
い
か
に
歌
会
が
重
視
さ
れ
て
い
た
か
察
せ
ら
れ
る
。

宣
長
没
後
の
松
坂
で
も
、
跡
を
継
い
だ
大
平
を
中
心
に
、
ま
た
大
平

が
和
歌
山
に
移
っ
て
か
ら
は
春
庭
を
中
心
に
歌
会
が
行
わ
れ
た
。
し
か

し
、
宣
長
の
関
わ
っ
た
歌
会
に
く
ら
べ
て
、
没
後
の
歌
会
の
実
態
に
つ

い
て
こ
れ
ま
で
十
分
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
宣
長
学
の

菱

岡

憲

司

後
鈴
屋
社
中
の
歌
会
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継
承
を
論
じ
る
に
、
宣
長
と
そ
の
門
流
の
著
述
を
読
み
解
き
、
共
通
点

と
相
違
点
を
見
定
め
て
影
響
関
係
を
知
る
こ
と
が
、
ま
ず
な
さ
れ
る
べ

き
検
討
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
著
述

を
生
み
出
し
た
場
―
歌
会
へ
の
注
視
も
、
宣
長
の
文
学
的
営
為
の
継

承
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
視
点
と
い
え
よ
う
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、

春
庭
の
結
成
し
た
後の

ち
の
す
ず
の
や

鈴
屋
社
中
の
歌
会
の
記
録
を
検
証
し
、
歌
会
の
具

体
を
あ
き
ら
か
に
し
た
い
。

二
、
歌
会
記
録
と
二
つ
の
歌
会

本
居
宣
長
記
念
館
に
は
、
後
鈴
屋
社
中
の
日
常
の
活
動
が
う
か
が
え

る
資
料
が
所
蔵
さ
れ
る
。
そ
れ
は
「
本
居
宣
長
記
念
館
蔵
書
目
録

（
五
）」
に
「
月
次
歌
合
」（
二
十
三
点
）「
月
次
会
歌
集
」（
八
点
）
と
分
類

さ
れ
る
資
料
群
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
書
誌
情
報
は
右
目
録
に
詳
し
い

た
め
省
略
に
お
よ
び
、
本
稿
で
は
、
そ
の
内
容
・
性
格
の
検
討
を
試
み

る
の
だ
が
、
両
者
と
も
に
大
部
に
わ
た
る
た
め
、
こ
こ
で
は
特
に
「
月

次
会
歌
集
」
を
対
象
と
し
、「
月
次
歌
合
」
に
関
し
て
は
別
稿
に
譲
り
た

い
。目

録
所
載
の
「
月
次
会
歌
集
」
八
点
（
各
一
冊
）
は
、
名
前
も
似
通
う

た
め
、
便
宜
的
に
番
号
を
つ
け
外
題
を
示
す
。

Ａ
１
「
文
化
四
年
丁
卯
／
月
次
歌
集
」

Ａ
２
「
月
次
順
会
歌
集
／
第
一
帖　

従
寅
年
／
至
己

（
マ
マ
）年
」

Ｂ
１
「
第
一
帖
／
月
次
歌
会
集
／
従
子
年
／
至
寅
年
」

Ｂ
２
「
月
次
会
歌
集
／
第
二
帖
／
従
卯
年
／
至
辰
年
」

Ｂ
３
「
月
次
会
歌
集
／
第
三
帖
／
従
巳
年
／
至
午
年
」

Ｂ
４
「
月
次
会
歌
集
／
第
四
帖
／
従
未
年
／
至
酉
年
」

Ｂ
５
「
文
政
九
丙
戌
年
／
月
次
会
歌
集
／
第
五
帖
／
従
戌
年
／
文

政
十
一
至
子
年
」

Ｂ
６
「
文
政
十
一
戊
子
年
／
月
次
会
歌
集
／
第
六
帖
終
」

Ａ
Ｂ
と
分
け
た
の
は
、
Ａ
１
・
２
と
Ｂ
１
～
６
が
現
在
そ
れ
ぞ
れ
別

帙
に
入
り
、
性
格
の
違
い
と
年
代
の
重
な
り
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
い

ず
れ
の
記
録
も
複
数
の
筆
跡
が
混
在
し
、
字
が
綴
じ
目
に
か
か
り
繙
読

が
む
ず
か
し
い
箇
所
も
ま
ま
あ
る
た
め
、
歌
会
ご
と
に
作
成
さ
れ
た
記

録
を
、
の
ち
に
合
綴
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
内
容
を
検
討
す
る

た
め
、
各
冊
の
記
録
す
る
歌
会
の
年
月
日
を
示
す
。
な
お
、
開
催
年
月

日
に
（　

）
で
示
し
た
の
は
、
開
催
日
に
「
会
主
」
と
し
て
名
前
の
記
さ

れ
る
人
物
で
あ
る
。

Ａ
１
「
文
化
四
年
丁
卯
／
月
次
歌
集
」

文
化
４
　

１
・
15
、
１
・
25
、
２
・
15
、
２
・
25
、
３
・
15
、
３
・
25
、
４
・
15
、

４
・
25
、
５
・
15
、
５
・
25
、
６
・
15
、
６
・
25
、
７
・
15
、
７
・
25
、
８
・

25
、
10
・
15
、
10
・
25　

文
化
５
　

１
・
25
、
２
・
25
、
３
・
25
、
４
・
25
、
５
・
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８
・
10
、
８
・
15
、
閏
８
・
10
、
９
・
４
、
９
・
13
、
10
・
10
、
11
・
10
、
12
・

10　

文
化
14
　

１
月
、
２
月
、
３
月
、
４
月
、
５
・
10
、
６
月
、
７
・
20
、
８
月
、

８
・
15
、
９
・
７
、
９
・
13
、
10
月
、
11
月
、
12
月　

文
政
１
　

１
・
23
、
２
・

10
、
３
・
10
、
４
・
10
、
５
・
10
、
６
・
10
、
７
・
20
、
８
・
10
、
９
・
５
、

10
・
20
、
11
・
10
、
12
・
10

Ｂ
２
「
月
次
会
歌
集
／
第
二
帖
／
従
卯
年
／
至
辰
年
」

文
政
２
　

１
月
、
２
月
、
３
月
、
４
・
10
、
閏
４
・
10
、
５
・
10
、
６
・
10
、
７
・

23
、
８
・
10
、
８
・
16
、
９
・
５
、
10
・
10
、
11
・
23
、
12
・
10　

文
政
３
　

１

月
、
２
月
、
３
月
、
４
・
10
、
５
・
10
、
６
・
10
、
７
・
23
、
８
・
10
、
９
・

５
、
10
・
10
、
11
・
10
、
12
・
10

Ｂ
３
「
月
次
会
歌
集
／
第
三
帖
／
従
巳
年
／
至
午
年
」

文
政
４
　

１
月
、
２
月
カ
※
月
日
記
載
な
し
、
３
月
、
４
・
10
、
４
・
22
、
５
月
、

６
月
、
７
・
20
、
８
・
10
、
９
・
５
、
10
・
10
、
11
・
10
、
12
・
10　

文
政
５	

１
月
、
閏
１
月
、
２
月
、
３
月
、
４
月
、
５
月
、
６
月
、
７
月
、
８
月
、
９
月
、

10
月
、
11
月
、
12
月

Ｂ
４
「
月
次
会
歌
集
／
第
四
帖
／
従
未
年
／
至
酉
年
」

〔
月
次
順
会
歌
会
〕
文
政
６
　

１
月
（
石
竹
園
）、
２
月
、
３
月
、
４
月
、
５
月
、

６
月
、
７
月
、
８
月
、
９
月
、
10
月
、
11
月
、
12
月
※
歌
未
記
載　

文
政
７
　

１

月
、
２
月
、
３
月
、
４
月
、
５
月
、
６
月
、
７
月
（
停
雲
館
）、
８
月
、
閏
８
月
、

９
月
、
10
月
※
歌
未
記
載
、
11
月
、
12
月

〔
月
次
歌
会
〕
文
政
６
　

１
月
、
２
・
10
、
３
月
、
４
月
、
５
月
、
６
月
、
７
月
、

25
、
６
・
25　

文
化
７
　

１
・
11
、
１
・
25
、
２
・
11
、
２
・
25

Ａ
２
「
月
次
順
会
歌
集
／
第
一
帖　
従
寅
年
／
至
己
（
マ
マ
）年
」

文
政
１
　

２
・
23
（
高
匡
）、
３
・
15
（
徒
好
）、
４
・
23
（
好
和
）、５
・
23
（
安

守
）、
６
・
20
（
為
貞
）、
７
・
７
（
元
義
）、
８
・
15
（
高
匡
）、
９
・
13
（
好

和
）、
10
・
10
（
守
良
）、
11
・
22
（
秀
経
）、
12
・
19
（
美
濃
）　

文
政
２
　

２
・

３
（
為
貞
）、
２
・
28
（
安
守
）、
３
・
20
（
守
良
）、
４
・
23
（
後
鈴
屋
社
中
）、

閏
４
・
22
（
秀
経
）、
５
・
３
（
高
匡
）、
５
・
24
（
安
守
）、
６
・
23
（
守
良
）、

７
・
７
（
元
義
）、
９
・
13
（
啓
廓
）、
10
・
23
（
定
澄
）、
11
・
５
（
元
貞
）、

12
・
17
（
長
澄
）　

文
政
３
　

２
・
１
（
藁
廕
舎
）、
２
・
17
（
高
匡
）、
３
・
27

（
鈴
屋
）、
４
・
27
（
守
良
）、５
・
23
（
好
和
）、
６
・
28
（
定
澄
）、７
・
７
（
社

中
）、
８
・
15
（
篠
斎
）、
９
・
19
（
元
貞
）、
10
・
26
（
呉
藍
舎
）、
11
・
23
（
松

厓
）、
12
・
15
（
凌
雲
台
）　

文
政
４
　

□
・
□
（
□
□
）
※
綴
じ
目
に
か
か
る
た

め
難
読
、
２
・
19
（
篠
斎
）、
４
・
３
（
琴
斎
）、
４
・
26
（
梅
窓
）、５
・
27
（
石

斎
）、
６
・
23
（
篁
斎
）、
７
・
７
（
元
義
）、
８
・
15
（
嵓
軒
）、
９
・
13
（
篠

斎
）、
10
月
（
桂
斎
）、
11
・
29
（
梅
窓
）、
12
・
15
（
蔦
軒
）　

文
政
５
　

閏
１
・

３
（
長
澄
）、
閏
１
・
23
（
嵓
軒
）、
３
・
10
（
高
匡
）、
２
・
23
（
繁
房
）、
３
・

23
（
篁
斎
）、
同
日
（
篁
斎
）、
２
・
５
（
鈴
屋
）、
５
・
16
（
六
有
斎
）、
６
・
15

（
桂
蔭
舎
）、
６
・
27
（
篠
斎
）、
７
・
７
（
中
津
元
義
）、
８
・
８
（
菊
舎
）、
９
・

13
（
呉
藍
舎
）、
10
・
29
（
深
野
屋
）、
11
・
24
（
傍
漣
居
）、
12
・
23
（
篠
斎
）

Ｂ
１
「
第
一
帖
／
月
次
歌
会
集
／
従
子
年
／
至
寅
年
」

文
化
13
　

１
月
、
２
・
10
、
３
・
10
、
４
・
25
、
５
・
10
、
６
・
12
、
７
・
４
、
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８
月
、
９
月
、
10
月
、
11
月
、
12
月　

文
政
７
　

１
月
、
２
月
、
３
月
、
４
月
、

５
月
、
６
月
、
７
月
、
８
月
、
閏
８
月
、
９
月
、
10
月
、
11
月
、
12
月　

文
政

８
年　

１
月
、
１
・
22
（
向
井
繁
房
家
会
）、
２
・
10
、
２
月
（
殿
村
安
守
家
会
）、

３
・
10
、
３
月
（
三
井
高
匡
家
会
）、
４
月
、
４
月
（
小
津
□
□
）
※
綴
じ
目
に

か
か
る
た
め
難
読
、
５
月
、
６
月
※
歌
未
記
載
、
７
月
、
８
月
、
９
・
13
（
鈴
屋

会
）

Ｂ
５
「
文
政
九
丙
戌
年
／
月
次
会
歌
集
／
第
五
帖
／
従
戌
年
／
文
政
十
一
至

子
年
」文

政
９
　

１
・
20
（
鈴
屋
）、
１
・
28
（
繁
房
）、
２
月
、
３
月
、
４
月
、
５
・
10
、

６
・
17
、
７
・
23
、
８
・
15
、
９
・
13
、
10
・
10
、
11
・
10
、
12
・
10　

	

文
政
10
　

１
・
20
（
鈴
屋
）、
２
・
10
、
２
・
26
、
３
・
10
、
４
・
10
、
４
・
26
、

５
・
10
、
５
・
25
、
８
・
15
（
鈴
屋
）、
８
・
25
（
鈴
屋
）、
９
・
13
、
10
・
10
、

10
・
25
、
11
・
10
、
11
・
25
、
12
・
10	

文
政
11
　

１
・
20
（
鈴
屋
）、
２
・
10
、

３
・
25
、
４
・
10
、
４
・
25
、
５
・
10

Ｂ
６
「
文
政
十
一
戊
子
年
／
月
次
会
歌
集
／
第
六
帖
終
」

文
政
11
　

５
・
25
（
鈴
屋
）、
６
・
10
、
６
・
25
、
７
・
20
、
８
・
15
、
８
・
25
、

９
・
13
、
10
・
10

一
瞥
し
て
、
Ａ
２
の
記
録
は
、
Ａ
１
ま
た
Ｂ
１
～
６
の
大
半
を
占
め

る
月
次
歌
会
の
記
録
と
は
性
格
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ

ち
、「
月
次
順
会

0

0

歌
集
」
と
外
題
に
も
あ
る
よ
う
に
、
Ａ
２
は
、
月
次
順0

会0

歌
会
の
記
録
で
あ
る
。
順
会
と
は
、
月
ご
と
に
順
次

0

0

会
主
（
会
場
）
を

変
え
て
歌
会
を
催
す
こ
と
。
つ
ま
り
鈴
屋
で
行
う
月
次
歌
会
と
は
別

に
、
月
次
順
会
歌
会
で
は
後
鈴
屋
社
中
の
主
た
る
門
人
の
家
を
め
ぐ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。（　

）
で
示
し
た
会
主
と
は
、
会
の
主
催
者
・
世
話

役
・
書
記
係
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
会
場
の
提
供
者
も
兼
ね
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
時
代
は
は
る
か
に
下
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
伝
統
が
幕
末
ま

で
存
在
し
た
こ
と
は
、「
国
学
頓
に
衰
へ
て
振
は
ざ
る
松
阪
も
一
部
歌

人
有
志
が
主
唱
し
て
国
学
所
な
る
輪
番
の
月
次
又
は
兼
題
の
歌
会
を
各0

自
宅
に
開
く

0

0

0

0

0

」（
傍
点
引
用
者
。
桜
井
祐
吉
『
松
阪
文
藝
史
』
夕
刊
三
重
新
聞
、
Ｓ

49
）
と
の
記
述
か
ら
知
れ
る
。
試
み
に
文
政
元
年
の
月
次
歌
会
と
月
次

順
会
歌
会
を
日
を
追
っ
て
な
ら
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
月
次
歌
会

を
□
で
囲
む
）。

１
・
23	

、
２
・
10	

、
２
・
23
、
３
・
10	

、
３
・
15
、
４
・
10	

、
４
・
23
、	

５
・
10	

、
５
・
23
、
６
・
10	

、
６
・
20
、
７
・
７
、
７
・
20	

、
８
・
10	

、

８
・
15
、
９
・
５	

、
９
・
13
、
10
・
10
、
10
・
20	

、
11
・
10	

、
11
・
22
、

12
・
10	

、
12
・
19

月
次
歌
会
は
基
本
的
に
毎
月
十
日
の
開
催
を
守
り
な
が
ら
も
、
月
次

順
会
歌
会
を
七
月
七
日
・
九
月
十
三
日
・
十
月
十
日
に
行
っ
た
折
は
、

七
月
二
十
日
・
九
月
五
日
・
十
月
二
十
日
と
柔
軟
に
会
日
を
ず
ら
し
て

お
り
、
両
歌
会
の
間
隔
を
考
慮
し
て
開
催
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

月
次
順
会
歌
会
に
お
い
て
会
主
と
な
っ
た
人
物
は
、
Ａ
２
の
記
録
順
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に
三
井
高
匡
・
小
津
徒
好
・
山
路
好
和
・
殿
村
安
守
・
綾
戸
為
貞
・
中

津
元
義
・
小
津
守
良
・
長
谷
川
秀
経
・
小
津
美
濃
・
常
念
寺
啓
廓
（
慶

廓
）・
長
井
定
澄
・
長
谷
川
元
貞
・
小
津
長
澄
・
向
井
繁
房
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
月
次
歌
会
の
常
連
で
、
後
鈴
屋
で
重
き
を
な
す
。
ま
た
号
、
あ

る
い
は
書
斎
や
家
屋
の
名
称
を
自
ら
の
号
と
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ

る
た
め
、
人
物
と
も
家
屋
と
も
と
れ
る
の
が
、
藁
廕
舎
・
篠
斎
・
呉
藍

舎
・
松
厓
・
凌
雲
台
・
琴
斎
・
梅
窓
・
石
斎
・
篁
斎
・
嵓
軒
・
桂
斎
・

蔦
軒
・
六
有
斎
・
桂
蔭
舎
・
菊
舎
・
傍
漣
居
で
あ
る
。
篠
斎
と
は
殿
村

安
守
の
こ
と
。
馬
琴
の
友
人
と
し
て
は
殿
村
篠
斎
の
方
が
通
り
が
よ
い

が
、
歌
を
詠
む
際
は
も
っ
ぱ
ら
安
守
と
記
す
た
め
、
こ
こ
は
書
屋
の
名

称
と
し
て
の
使
用
を
強
く
感
じ
る
。
藁
廕
舎
は
三
井
高
蔭
、
琴
斎
は
三

井
高
敏
、
梅
窓
・
六
有
斎
は
長
谷
川
元
貞
、
石
斎
は
小
津
長
澄
、
嵓
軒

は
殿
村
常
久
、
蔦
軒
は
小
津
久
足
を
指
す
。

文
政
２
・
４
・
23
（
後
鈴
屋
社
中
）
と
は
、
こ
の
日
、
松
坂
に
来
訪

し
た
本
居
大
平
を
迎
え
て
歌
会
が
開
か
れ
た
た
め
で
、
大
平
も
兼
題
当

座
と
も
に
歌
を
残
す
。
文
政
３
・
３
・
27
（
鈴
屋
）
も
、「
後
鈴
屋
翁
母

刀
自
八
十
賀
」
で
あ
る
た
め
鈴
屋
に
て
開
か
れ
た
と
思
し
い
。
ま
た
文

政
５
・
２
・
５
（
鈴
屋
）
は
、
月
次
と
は
別
の
「
後
鈴
屋
翁
六
十
賀
」

の
催
し
で
あ
る
。
ま
た
文
政
５
・
２
・
23
（
繁
房
）
は
「
二
月
廿
三
日

於
虎
尾
森
／
会
主
繁
房
」
と
あ
り
、
向
井
繁
房
が
会
主
な
が
ら
、
虎
尾

山
の
森
で
歌
会
が
開
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
兼
題
「
花
衣
」
か

ら
推
し
て
、
お
そ
ら
く
は
花
見
の
歌
会
と
趣
向
を
凝
ら
し
た
の
だ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
月
次
順
会
歌
会
は
、
大
平
歓
迎
、
春
庭
母
八
十
賀
、

春
庭
六
十
賀
、
花
見
と
イ
ベ
ン
ト
性
が
高
い
。
開
催
日
が
毎
月
同
じ
日

で
は
な
く
、
七
月
七
日
、
八
月
十
五
日
、
九
月
十
三
日
な
ど
に
開
か
れ

る
こ
と
が
多
い
の
も
、
そ
の
性
格
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
し
か
し
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
月
次
の
意
識
が
薄
い
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
、
た
と

え
ば
文
政
四
年
は
４
・
３
（
琴
斎
）、
４
・
26
（
梅
窓
）
と
四
月
に
二
回

行
わ
れ
る
が
、「
四
月
三
日
兼
題
／
三
月
分
／
会
主
琴
斎
」
と
注
記
す
る

よ
う
に
、
四
月
三
日
は
三
月
分
、
四
月
二
十
六
日
が
四
月
分
と
、
不
規

則
な
が
ら
月
次
の
か
た
ち
を
守
ろ
う
と
す
る
。

あ
く
ま
で
現
存
の
資
料
で
の
判
断
に
な
る
が
、
以
上
の
月
次
順
会
歌

会
の
存
在
を
踏
ま
え
た
う
え
で
各
冊
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
本
居
宣

長
記
念
館
所
蔵
の
歌
会
記
録
は
、
大
き
く
四
つ
の
時
期
に
区
切
る
こ
と

が
で
き
る
。
以
下
、
記
録
の
残
る
歌
会
に
か
ぎ
り
分
類
を
行
う
。

第
一
期
は
、
文
化
四
・
五
年
で
あ
る
（
Ａ
１
が
該
当
）。
文
化
五
年
七
月

以
降
と
文
化
六
年
の
記
録
が
残
ら
な
い
た
め
詳
細
は
不
明
だ
が
、
現
存

す
る
文
化
四
・
五
年
の
記
録
か
ら
は
、
本
居
大
平
が
中
心
と
な
っ
て
歌

会
を
行
う
様
子
が
知
れ
る
。
会
日
は
基
本
的
に
毎
月
十
五
・
二
十
五
日

の
二
回
で
あ
る
が
、
十
五
日
は
兼
題
の
み
、
二
十
五
日
は
兼
当
題
で
あ

る
。第

二
期
は
、
文
化
七
年
か
ら
文
化
十
四
年
ま
で
（
Ａ
１
と
Ｂ
１
が
該
当
）。
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文
化
六
年
に
大
平
が
和
歌
山
に
移
る
と
、
松
坂
に
残
っ
た
春
庭
は
後
鈴

屋
社
中
を
結
成
す
る
。
よ
っ
て
こ
の
期
間
は
後
鈴
屋
社
中
の
黎
明
期
と

い
え
る
が
、
文
化
七
年
の
三
月
以
降
か
ら
文
化
十
二
年
ま
で
の
記
録
が

残
ら
な
い
た
め
、
こ
ち
ら
も
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
文
化
七
年
の
段
階

で
は
毎
月
二
回
の
開
催
は
継
承
す
る
も
、
会
日
は
毎
月
十
一
・
二
十
五

日
に
変
わ
る
。
そ
れ
が
文
化
十
三
・
十
四
年
は
、
毎
月
一
回
に
変
わ
る
。

同
時
に
そ
れ
ま
で
の
兼
当
各
一
題
か
ら
兼
題
二
題
・
当
座
一
題
と
な

る
。
こ
れ
は
例
会
を
月
二
回
か
ら
月
一
回
に
減
じ
た
た
め
と
も
推
量
さ

れ
る
。
会
日
も
十
日
開
催
が
多
く
な
る
。
ま
た
八
月
十
五
日
と
九
月
十

三
日
の
月
見
の
折
も
歌
会
は
開
か
れ
、
文
化
十
三
年
の
場
合
、
そ
れ
ぞ

れ
「
畑
垣
内
会
」「
於
玄
々
堂
会
」
と
注
記
が
あ
る
た
め
、
月
次
歌
会
と

は
場
所
を
変
え
て
行
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

第
三
期
は
、
文
政
元
年
か
ら
文
政
八
年
ま
で
（
Ａ
２
と
Ｂ
１
～
Ｂ
４
が
該

当
）。
文
政
元
年
か
ら
月
次
歌
会
と
は
別
に
月
次
順
会
歌
会
が
は
じ
ま
る

た
め
、
第
三
期
は
、
二
つ
の
月
次
の
営
み
が
行
わ
れ
た
期
間
で
あ
る
。

会
日
と
場
所
を
変
え
て
行
う
月
見
の
会
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
性
の
高
い
歌

会
も
月
次
順
会
歌
会
と
し
て
定
例
化
し
、
二
つ
の
歌
会
を
行
う
よ
う
に

な
っ
た
と
推
量
さ
れ
る
。
Ａ
２
の
月
次
順
会
歌
会
の
記
録
は
文
政
五
年

ま
で
だ
が
、
続
き
は
Ｂ
４
に
見
出
せ
る
。
も
っ
と
も
Ｂ
４
の
冊
は
記
録

の
不
備
が
甚
だ
し
く
、
歌
会
の
実
情
を
正
確
に
反
映
し
て
い
る
と
は
考

え
が
た
い
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
後
述
す
る
大
隈
言
足
の
記
録
で
は
、

文
政
六
年
四
月
十
日
月
次
歌
会
の
当
座
に
十
一
名
の
出
詠
が
認
め
ら
れ

る
も
の
の
（
出
席
は
八
名
）、
Ｂ
４
の
記
録
で
は
わ
ず
か
小
津
久
足
の
一
首

が
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
（
兼
題
は
五
名
）。
こ
う
し
た
不
備
を
前
提
と
し

て
の
考
察
で
あ
る
が
、
文
政
八
年
か
ら
月
次
歌
会
は
兼
題
一
題
に
変
わ

る
。
ま
た
一
・
二
・
三
月
は
月
次
歌
会
の
記
録
の
後
に
、
同
月
の
場
所

を
明
示
し
た
月
次
順
会
歌
会
と
思
し
い
記
録
が
残
る
も
の
の
、
四
月
以

降
、
月
次
歌
会
と
順
会
歌
会
は
同
じ
月
に
見
出
せ
な
い
。
も
は
や
月
次

の
か
た
ち
で
二
つ
の
歌
会
を
維
持
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
い

る
と
も
想
像
さ
れ
る
が
、
記
録
の
不
備
で
あ
る
可
能
性
も
排
除
で
き
な

い
。第

四
期
は
、
文
政
九
年
か
ら
文
政
十
一
年
ま
で
（
Ｂ
５
・
６
が
該
当
）。

文
政
八
年
途
中
よ
り
月
次
歌
会
と
月
次
順
会
歌
会
の
別
が
な
く
な
り
、

兼
題
が
一
題
に
な
っ
た
た
め
、
文
政
九
年
を
一
応
の
画
期
と
す
る
。
し

か
し
、
文
政
九
年
は
五
月
以
降
、
九
月
を
の
ぞ
い
て
十
二
月
ま
で
兼
題

二
題
に
も
ど
る
。
文
政
十
年
は
ま
た
基
本
的
に
兼
題
一
題
に
な
る
の
だ

が
、
こ
こ
に
は
明
確
な
法
則
性
が
見
出
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
頃
は

基
本
的
に
月
二
回
の
歌
会
が
開
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
兼
題
二
題
の
場

合
は
月
一
回
の
開
催
と
な
っ
て
お
り
、
回
数
が
減
じ
た
代
替
処
置
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
、
文
政
十
一
年
五
月
二
十
五
日
以
降
は
Ｂ
６
に
収
ま

る
が
、
こ
れ
は
文
政
十
一
年
十
一
月
七
日
に
春
庭
が
亡
く
な
っ
た
た

め
、
分
冊
の
仕
方
に
混
乱
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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三
、
兼
題
・
当
座
と
出
席

こ
こ
で
歌
会
の
様
子
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
歌
会
は
い
ず
れ
も
題

詠
で
行
わ
れ
、
兼
題
と
当
座
が
あ
る
。
当
座
は
各
人
異
な
る
題
を
得
て

歌
を
詠
む
た
め
、
探
題
形
式
で
の
出
題
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、「
当

座
」
と
の
表
記
が
し
ば
し
ば
「
探
題
」
に
置
き
換
わ
る
こ
と
か
ら
確
認

で
き
る
。

出
詠
が
あ
れ
ば
歌
会
に
参
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
と
い
う
と
、
か

な
ら
ず
し
も
そ
う
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
後
か
ら
補
記
し
た
と
認

め
ら
れ
る
も
の
、
ま
た
行
間
に
無
理
に
追
記
し
た
例
も
見
受
け
ら
れ
る

な
ど
、
日
付
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
追
加
が
ま
ま
あ
る
た
め
、
歌
会
に
出

席
せ
ず
と
も
、
後
に
集
ま
っ
た
歌
を
記
録
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
兼
題
と
異
な
り
、
探
題
形
式
の
当
座
は
基

本
的
に
出
席
を
認
め
て
よ
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
そ
れ
も
決
定
的
な
証

拠
と
し
が
た
い
こ
と
は
、
歌
会
記
録
以
外
の
資
料
と
照
合
す
る
こ
と

で
、
は
っ
き
り
す
る
。

小
津
久
足
を
例
に
と
る
。
久
足
は
、
文
化
十
四
年
の
月
次
歌
会
は
兼

題
当
座
と
も
に
す
べ
て
出
詠
し
て
い
る
が
、
久
足
個
人
の
歌
稿
に
は

「
霜
月
の
廿
日
あ
ま
り
、
東
の
か
た
に
も
の
せ
ん
と
て
旅
立
ぬ
る
」（「
丁

丑
詠
稿
」
文
化
十
四
年
）
と
あ
る
た
め
、
十
一
月
二
十
日
に
は
松
坂
を
離
れ

て
江
戸
に
赴
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
江
戸
を
立
っ
た
の
は
翌
文
政
元
年

の
二
月
二
十
日
過
ぎ
で
あ
る
（「
戊
寅
詠
稿
」
文
政
元
年
）。
つ
ま
り
少
な
く

と
も
文
化
十
四
年
十
二
月
か
ら
翌
文
政
元
年
二
月
ま
で
歌
会
に
は
参
加

で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
文
化
十
四
年
十
二
月
お
よ
び
文
政

元
年
正
月
に
兼
題
当
座
と
も
に
出
詠
が
あ
り
、
さ
す
が
に
二
月
の
当
座

に
は
名
が
見
え
な
い
が
、
そ
れ
で
も
兼
題
に
は
出
詠
し
て
い
る
た
め
、

兼
題
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
当
座
と
い
え
ど
も
、
出
詠
即
出
席
と
は
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
歌
会
の
記
録
に
は
、
当
座
に
題
だ

け
記
し
、
名
前
と
歌
が
空
欄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
ま
ま
あ
る
。
つ
ま

り
探
題
を
ど
の
よ
う
に
割
り
あ
て
た
か
不
明
だ
が
、
本
人
不
在
の
ま
ま

題
を
与
え
、
後
に
提
出
さ
れ
た
歌
を
補
記
す
る
こ
と
が
日
常
的
に
行
わ

れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
次
の
例
を
見
よ
う
。

文
政
六
年
四
月
十
日
、
九
州
は
筑
前
よ
り
、
伊
藤
常
足
と
大
隈
言
足

が
松
坂
を
訪
れ
た
。
そ
の
模
様
は
「
大
熊

（
マ
マ
）言

足
紀
行
」（
前
田
淑
『
筑
前
の

国
学
者
伊
藤
常
足
と
福
岡
の
人
々
』
弦
書
房
、
Ｈ
21
）
に
記
録
さ
れ
、
後
鈴
屋
の

月
次
歌
会
の
実
態
を
う
か
が
う
う
え
で
有
益
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ

る
。（

※
四
月
十
日
）
午
後
ば
か
り
に
山
田
出
立
、
日
く
る
ゝ
こ
ろ
松
坂
に

つ
く
。
日
野
街
霍
屋
に
と
ま
る
。
此
夜
、
常
足
ぬ
し
と
本
居
建
亭

翁
（
※
春
庭
）
を
訪
奉
る
。
大
橋
の
西
な
る
吉
祥
山
毘（
マ
マ
）
沙
寺
に
い
た

り
、
本
居
庄
屋
左
衛
門
（
※
広
蔭
）
を
問
ふ
。
此
夜
、
こ
ゝ
に
て
鈴
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屋
社
中
、
歌
の
つ
ど
ひ
あ
り
ゐ
た
り
。
二
人
も
す
ぐ
に
坐
に
つ
ら

な
り
、
題
を
さ
ぐ
り
て
う
た
よ
む
。

以
下
、
殿
村
安
守
・
長
谷
川
元
貞
・
本
居
（
富
樫
）
広
蔭
・
本
居
春

庭
・
三
井
高
匡
・
伊
藤
常
足
・
小
津
久
足
・
大
熊
言
足
・
小
津
有
郷
・

本
居
壱
岐
・
長
井
定
澄
の
歌
が
記
さ
れ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
現
存

の
歌
会
記
録
で
は
文
政
六
～
八
年
の
記
述
に
不
備
が
あ
る
た
め
、
正
確

な
照
合
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
記
述
か
ら

得
ら
れ
る
情
報
は
多
い
。
毎
月
十
日
は
月
次
歌
会
が
開
か
れ
る
こ
と
が

多
い
た
め
、「
此
夜
、
こ
ゝ
に
て
鈴
屋
社
中
、
歌
の
つ
ど
ひ
あ
り
ゐ
た

り
」
と
は
、
常
足
と
言
足
を
迎
え
て
急
遽
開
か
れ
た
歌
会
で
は
な
く
、

二
人
が
折
よ
く
月
次
歌
会
の
日
に
松
坂
を
訪
れ
た
た
め
、
参
加
を
う
な

が
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
例
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
こ
と
は
、

次
の
秀
清
歌
（
文
化
十
三
年
「
八
月
十
日
兼
題
／
秋
旅
」「
さ
ら
ぬ
だ
に
露
け
き
秋

の
旅
衣
ぬ
れ
こ
そ
ま
さ
れ
山
室
の
山
」）
の
左
注
か
ら
も
わ
か
る
。　
　

此
秀
清
（
※
大
国
隆
正
）
は
江
戸
人
に
て
、
並
樹
（
※
村
田
）・
篤
胤

（
※
平
田
）
な
ど
に
よ
り
て
物
ま
な
ぶ
人
也
。
け
ふ
し
も
正
興
（
※
岡

山
）
許
に
来
て
、
山
室
の
道
し
る
べ
を
こ
ひ
て
、
ま
う
で
ゝ
か
へ

り
た
る
を
、
此
席
に
正
興
の
い
ざ
な
ひ
た
る
也
。
こ
の
う
た
は
山

む
ろ
に
て
よ
み
た
り
と
て
書
て
出
し
た
る
を
、
兼
題
に
も
つ
き
な

か
ら
ね
ば
、
や
が
て
う
つ
し
お
く
也
。

不
意
の
来
客
も
、
供
応
を
か
ね
て
歌
会
に
迎
え
た
こ
と
が
知
れ
る
。

言
足
の
記
録
に
も
ど
る
と
、「
此
夜
、
こ
ゝ
に
て
」
と
い
う
こ
と
か

ら
、
時
間
は
夜
、
場
所
は
西
ノ
庄
の
毘
沙
門
寺
に
寄
宿
す
る
広
蔭
の
も

と
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
注
目
し
た
い
の
が
、
詠
者
に
付
さ
れ

た
注
記
で
あ
る
。
問
題
の
箇
所
の
み
抄
出
す
る
。

　
　

近
郭
公　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
居
建
亭
春
庭 

不
参

ま
ち
つ
ゝ
も
お
ど
ろ
く
ば
か
り
こ
ゑ
た
か
く
な
く
や
軒
ば
の
山
ほ

と
ゝ
ぎ
す

（
中
略
）

　
　

月
夜
郭
公　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
庭
室
い
き
子 

不
参

月
か
げ
も
こ
ゑ
も
さ
や
か
に
ほ
と
ゝ
ぎ
す
同
じ
山
よ
り
い
で
ゝ
な

く
な
り

　
　

待
郭
公　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
井
摠
兵
衛
定
澄 

不
参

よ
も
す
が
ら
た
ゞ
ひ
と
こ
ゑ
を
ま
ち
わ
び
て
お
も
ひ
ね
に
き
く
山

ほ
と
ゝ
ぎ
す

「
本
居
建
亭
春
庭 

不
参
」「
春
庭
室
い
き
子 

不
参
」「
長
井
摠
兵
衛
定

澄 

不
参
」
と
、
こ
の
三
人
に
は
「
不
参
」
と
の
注
記
が
付
さ
れ
る
。
先

に
「
二
人
も
す
ぐ
に
坐
に
つ
ら
な
り
、
題
を
さ
ぐ
り
て
う
た
よ
む
」
と

あ
っ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
探
題
に
て
歌
を
詠
ん
で
い
る
は
ず
で
あ
る
。

つ
ま
り
当
座
に
歌
と
名
を
残
し
て
い
て
も
、
歌
会
に
出
席
し
た
と
断
言

で
き
な
い
と
わ
か
る
。

本
居
宣
長
記
念
館
に
現
存
す
る
歌
会
記
録
は
、
異
な
っ
た
筆
跡
が
混
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在
し
、
会
ご
と
の
記
録
を
後
に
合
綴
し
た
と
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
後

人
が
原
本
を
も
と
に
筆
写
し
た
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
記
録
も
歌
会
の
席
で
完
成
し
た
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
事
情
で
参

加
が
か
な
わ
な
い
場
合
、
兼
題
の
場
合
は
前
も
っ
て
出
詠
、
当
座
の
場

合
は
後
に
歌
を
寄
せ
る
な
ど
、
柔
軟
な
対
応
に
よ
っ
て
歌
会
の
記
録
に

名
を
つ
ら
ね
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

そ
の
他
、
文
政
九
年
月
次
歌
会
の
冒
頭
「
丙
戌
正
月
廿
日
／
鈴
屋
／

早
春
山
」
に
お
い
て
、
殿
村
安
守
の
歌
（「
苔
衣
か
す
み
か
さ
ね
て
岩
村
も
春

し
り
が
ほ
の
は
た
の
椛
山
」）
に
は
珍
し
く
詞
書
が
存
在
す
る
。

今
年
も
月
な
み
は
、
こ
ゝ
の
も
若
山
の
も
同
じ
題
に
さ
だ
め
ら
れ

た
り
。
円
居
は
じ
め
の
「
早
春
山
」
を
、
か
な
た
の
は
か
し
た
の

山
に
て
よ
む
べ
し
。
こ
な
た
の
は
こ
の
国
う
ち
の
に
て
と
人
も
我

も
お
も
ひ
い
ふ
に
、
鈴
鹿
も
ふ
り
に
た
り
、
朝
熊
も
あ
さ
〳
〵
し

く
や
と
、
こ
と
さ
ら
に
も
と
め
い
で
ゝ

右
の
記
述
か
ら
、
月
次
兼
題
を
大
平
の
和
歌
山
社
中
と
示
し
あ
わ
せ

て
共
通
の
も
の
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四
、
小
津
久
足
「
文
政
元
年
久
足
詠
草
」
よ
り

歌
会
に
お
け
る
春
庭
の
指
導
ぶ
り
の
う
か
が
え
る
資
料
が
「
文
政
元

年
久
足
詠
草
」（「『
松
阪
市
史
』
７
、
Ｓ
55
）
と
し
て
す
で
に
翻
刻
さ
れ
て
い

る
。
外
題
に
「
文
政
元
年
戊
寅
鈴
屋
大
人
御
添
削
詠
草
／
従
正
月
／
至

十
二
月
」
と
あ
る
原
本
も
、
現
在
は
松
阪
市
史
編
纂
所
か
ら
移
管
さ
れ
、

本
居
宣
長
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。
そ
の
翻
刻
解
題
で
「
の
ど
の
下
部

に
「
久
足
上
」
と
あ
る
の
で
、
春
庭
に
提
出
さ
れ
た
詠
草
懐
紙
を
袋
綴

横
本
に
改
装
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」（
原
本
を
確
認
す
る
と
、
表
記
の
と
お

り
「
袋
綴
横
本
」
で
あ
り
、
下
を
折
っ
た
「
懐
紙
」
を
横
に
綴
じ
た
も
の
で
は
な
い
）

と
触
れ
る
よ
う
に
、
久
足
が
歌
題
ご
と
に
数
首
の
歌
を
し
た
た
め
た
詠

草
を
提
出
す
る
と
、
春
庭
が
添
削
を
加
え
返
却
す
る
と
い
う
手
順
が
と

ら
れ
た
ら
し
い
（
春
庭
は
盲
目
で
あ
る
た
め
、
妹
美
濃
や
妻
壱
岐
の
手
を
借
り
た
の

で
あ
ろ
う
）。
そ
の
文
政
元
年
の
詠
草
を
合
綴
し
た
の
が
「
文
政
元
年
久

足
詠
草
」（
以
下
「
詠
草
」
と
称
す
）
で
あ
る
。
な
お
「
詠
草
」
に
収
ま
る

歌
は
、「
正
月
当
座
」
等
の
注
記
が
な
く
と
も
、
月
次
歌
会
や
月
次
順
会

歌
会
の
題
詠
で
あ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
た
め
注
意
を
要
す
る
。
ま
た

久
足
「
戊
寅
詠
稿
」（
文
政
元
年
）
に
は
「
詠
草
」
に
は
見
ら
れ
な
い
各
月

の
月
次
歌
会
・
月
次
順
会
歌
会
の
兼
当
両
題
の
歌
も
す
べ
て
収
ま
る
た

め
、「
詠
草
」
は
当
年
に
春
庭
の
添
削
を
経
た
歌
の
一
部
で
あ
る
と
知
れ

る
。こ

の
「
詠
草
」
と
文
政
元
年
の
歌
会
の
記
録
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、

興
味
深
い
事
実
が
知
れ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
後
鈴
屋
の
歌
会
に
は

月
次
歌
会
と
月
次
順
会
歌
会
が
あ
り
、
そ
の
両
記
録
に
残
る
以
前
の
歌

が
、
春
庭
の
添
削
を
経
て
「
詠
草
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
い
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く
つ
か
の
例
を
見
て
お
こ
う
。

「
詠
草
」
は
「
正
月
当
座
／
暁
梅
」
と
の
題
詠
か
ら
は
じ
ま
る
。

　
　
　
　
　
正
月
当
座

　
　
　
　
　
　
　

暁
梅

〽あ
か
つ
き
の
寝
覚
の
床
に
に
ほ
ひ
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
戸
い
そ
が
す
軒
の
梅
が
枝香

〽に
ほ
ひ
く
る
あ
り
か
も
み
え
て
ほ
の
〴
〵
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

色
ぞ
あ
け
ゆ
く
ま庭ど
の
梅
枝　

此
方

「
正
月
当
座
」
と
の
表
記
か
ら
、
そ
れ
が
文
政
元
年
正
月
の
月
次
歌
会

の
当
座
題
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
久
足
は
「
暁
梅
」
の
題
に
対
し
二

首
を
詠
ん
で
春
庭
に
提
出
し
た
。
春
庭
は
二
首
と
も
に
合
点
を
つ
け
、

そ
れ
ぞ
れ
添
削
を
加
え
た
う
え
で
、
後
者
の
歌
を
「
此
方
」
と
選
ぶ
。

同
年
正
月
の
月
次
歌
会
の
記
録
を
見
る
と
、
正
月
の
兼
題
「
海
早
春	

　

氷
解
」
に
対
す
る
久
足
の
二
首
も
収
ま
る
た
め
、「
詠
草
」
が
文
政
元

年
に
久
足
が
提
出
し
た
す
べ
て
の
詠
草
を
合
綴
し
た
も
の
で
は
な
い
こ

と
が
あ
ら
た
め
て
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
つ
づ
く
当
座
に
は
、

　
　
　
　
　

暁
梅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
足

に
ほ
ひ
く
る
あ
り
か
も
み
え
て
ほ
の
〴
〵
と
色
ぞ
あ
け
ゆ
く
窓
の

梅
が
枝

と
、
春
庭
が
「
此
方
」
と
し
た
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
春
庭
が

添
削
を
加
え
て
「
庭
の
梅
枝
」
と
し
た
箇
所
が
「
窓
の
梅
が
枝
」
と
、

添
削
前
の
か
た
ち
で
収
ま
っ
て
い
る
。
じ
つ
は
こ
の
文
政
元
年
正
月
、

久
足
は
江
戸
に
い
た
た
め
（「
丁
丑
詠
稿
」「
戊
寅
詠
稿
」
よ
り
）、
歌
会
の
場

で
題
を
探
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
歌
会

記
録
を
確
認
す
る
と
、
久
足
の
当
座
は
最
後
の
十
二
首
目
に
、
あ
き
ら

か
に
追
補
し
た
ら
し
き
筆
跡
で
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
江
戸
か
ら

帰
っ
た
久
足
は
、「
暁
梅
」
と
の
当
座
題
を
得
て
歌
を
詠
み
、
そ
れ
を
し

た
た
め
た
詠
草
を
春
庭
に
提
出
。
そ
の
う
ち
一
首
を
春
庭
が
選
び
、
歌

会
記
録
に
も
載
せ
る
。
そ
の
後
、
春
庭
は
さ
ら
に
添
削
を
加
え
て
久
足

に
返
却
し
た
、
と
の
経
緯
が
想
像
さ
れ
る
。
事
実
、
そ
の
後
の
月
次
歌

会
お
よ
び
月
次
順
会
歌
会
の
記
録
を
見
る
と
、
春
庭
が
添
削
を
加
え
、

「
此
方
」
と
選
ん
だ
歌
が
そ
の
ま
ま
記
録
さ
れ
て
い
る
（
用
字
の
異
同
は
問

わ
な
い
）。
次
の
例
を
見
て
み
よ
う
。

月
次
歌
会
の
三
月
兼
題
は
「
三
月
十
日
兼
題
／
春
日
遅　

禁
中
」
と

あ
る
よ
う
に
、「
春
日
遅
」
と
「
禁
中
」
の
二
題
で
あ
る
。
歌
会
記
録
に

残
る
久
足
の
歌
は
次
の
通
り
。

遠
山
の
花
み
て
か
へ
る
家
路
に
も
猶
影
た
か
し
な
が
き
春
日
は

ふ
じ
の
ね
に
た
か
さ
も
猶
や
ま
さ
る
覧
雲
の
上
な
る
大
内
の
や
ま

「
春
日
遅
」
題
に
対
し
て
、
久
足
は
二
首
詠
ん
で
お
り
、
そ
の
う
ち
採

用
さ
れ
た
歌
は
、
次
の
よ
う
に
添
削
さ
れ
て
い
る
。



―	11	―

〽遠
山
の
花
み
て
か
へ
る
家
路
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
は
る
か
な
る
春
の
日
の
か
げ

ま
た
「
禁
中
」
題
に
も
二
首
詠
ん
で
春
庭
に
詠
草
を
提
出
す
る
。
採

用
歌
の
添
削
の
様
は
以
下
の
と
お
り
。

雲
の
上
を
の
ぞ
み
見
つ
れ
ば

・ ふ
じ
よ
り
も

・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

高
さ
ぞ
ま
さ
る
大
内
の
や
ま

大
い
に
添
削
が
加
え
ら
れ
、
添
削
後
の
歌
が
月
次
歌
会
に
記
録
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
「
詠
草
」
の
「
禁
中
」
題
の

歌
に
は
次
の
よ
う
な
付
箋
が
付
さ
れ
て
い
る
。

ふ
じ
の
ね
に
ま
さ
り
て
猶
も
あ
ふ
ぐ
哉
雲
の
上
な
る
大
内
の
山

此
歌
か
く
『
門
の
落
葉
』
に
み
え
た
り
。
又
大
人
の
直
し
給
へ
る

な
り
。

文
政
元
年
刊
の
『
門
の
お
ち
葉
』（
二
巻
二
冊
。
神
宮
文
庫
蔵
）
を
み
る

と
、
た
し
か
に
「
禁
中
」
題
で
「
冨
士
の
ね
に
ま
さ
り
て
猶
も
あ
ふ
ぐ

か
な
雲
の
う
へ
な
る
大
内
の
山
」
と
あ
り
、
詠
草
を
本
人
に
返
却
し
た

後
も
、
春
庭
は
添
削
を
つ
づ
け
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

各
題
に
対
し
、
久
足
は
二
首
か
ら
八
首
の
歌
を
詠
み
、
春
庭
は
そ
の

度
に
添
削
を
加
え
、
秀
歌
に
合
点
を
付
し
、
う
ち
一
首
を
「
此
方
」
と

猶
か
げ
た
か
し
長
き　
　

は

四　
　

な
る

〽　
の
ね
に

も
猶
や　

ら
ん

し
て
選
択
す
る
。
こ
の
「
詠
草
」
だ
け
で
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
後
鈴
屋
社
中
で
は
歌
会
に
臨
む
折
、
兼
題
に
対

し
て
複
数
の
歌
を
持
ち
寄
り
、
春
庭
の
添
削
と
判
断
に
よ
り
一
首
が
選

ば
れ
る
。
ま
た
当
座
に
お
い
て
も
、
当
日
探
っ
た
題
に
い
く
つ
か
の
歌

を
詠
み
、
同
様
の
過
程
を
経
て
一
首
が
選
ば
れ
、
歌
会
記
録
に
記
さ
れ

る
と
い
う
一
連
の
流
れ
が
想
像
さ
れ
る
。

簗
瀬
一
雄
「
大
平
の
後
世
風
和
歌
」（『
本
居
宣
長
と
そ
の
門
流
第
二
』
和
泉

選
書
、
Ｈ
２
）
を
参
照
す
る
と
、
大
平
が
宣
長
に
添
削
を
乞
う
た
様
子
が

知
れ
る
。
大
平
は
「
大
平
上
」
と
署
名
し
た
う
え
で
複
数
の
歌
を
記
し

て
宣
長
に
提
出
す
る
。
宣
長
は
秀
歌
に
合
点
を
付
し
添
削
を
加
え
、「
此

方
宜
」
と
一
首
を
選
択
す
る
。
ま
た
足
立
巻
一
「
篠
斎
の
道
楽
」（「
季

刊
歴
史
と
文
学
」
21
、
Ｓ
53
春
）
に
は
安
守
詠
草
の
影
印
が
載
り
、「
周
表
上
」

（
殿
村
安
守
の
こ
と
）
と
の
署
名
、
宣
長
の
合
点
・
添
削
の
付
け
様
、
そ
し

て
「
此
方
」
と
一
首
を
選
択
す
る
こ
と
ま
で
大
平
詠
草
に
等
し
い
。
つ

ま
り
久
足
「
詠
草
」
に
見
出
せ
る
春
庭
の
添
削
の
作
法
は
、
宣
長
か
ら

引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
。
月
次
歌
会
を
催
し
、
詠
草
に
添
削
を
ほ

ど
こ
し
て
秀
歌
を
選
抜
す
る
営
み
は
、
春
庭
の
宣
長
学
継
承
の
一
側
面

だ
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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五
、
常
連
の
変
遷

最
後
に
、
歌
会
の
参
加
者
を
確
認
し
た
い
。

文
化
四
・
五
年
の
時
点
で
は
、
大
平
を
中
心
に
常
連
組
が
互
い
に
支

え
合
っ
て
歌
会
を
維
持
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
頃
の

常
連
は
、
出
詠
の
多
い
順
に
本
居
建
正
・
本
居
春
庭
・
本
居
大
平
・
殿

村
安
守
・
殿
村
常
久
・
須
賀
直
入
・
長
谷
川
常
雄
・
綾
戸
為
貞
・
青
木

親
持
で
あ
る
。
宣
長
門
下
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
大
平
の
長
男
建
正
が

も
っ
と
も
熱
心
で
あ
る
こ
と
が
目
を
ひ
く
。
頻
度
は
劣
る
が
、
や
は
り

宣
長
門
下
の
中
里
常
岳
・
三
井
高
蔭
、
ま
た
春
庭
の
甥
、
小
西
春
重
の

名
も
見
え
る
。

文
化
七
年
の
歌
会
で
は
、
和
歌
山
へ
移
っ
た
大
平
・
建
正
、
大
平
に

し
た
が
っ
た
須
賀
直
入
の
名
が
消
え
た
の
は
当
然
な
が
ら
、
大
平
の
次

男
清
島
が
兼
題
当
座
と
も
に
毎
回
出
詠
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま

た
、
殿
村
安
守
と
と
も
に
長
き
に
わ
た
っ
て
後
鈴
屋
を
支
え
る
三
井
高

匡
が
こ
の
年
か
ら
欠
か
さ
ず
出
詠
し
は
じ
め
る
。

文
化
十
三
年
の
常
連
は
、
出
詠
の
多
い
順
に
本
居
春
庭
・
三
井
高

匡
・
小
津
美
濃
・
殿
村
安
守
・
山
路
好
和
・
綾
戸
為
貞
、
少
し
頻
度
を

減
じ
て
岡
山
正
興
・
多
気
遙
彦
・
沢
田
麻
雄
・
中
津
元
義
・
竹
川
政

寿
・
中
津
つ
い
・
角
谷
因
信
で
あ
る
。
春
庭
は
当
然
と
し
て
、
高
匡
・

美
濃
は
一
度
も
欠
か
す
こ
と
が
な
い
。
春
庭
の
妹
美
濃
が
結
婚
後
も
盲

目
の
兄
の
文
業
を
支
え
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
歌
会
に
お
い
て

も
た
だ
出
詠
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
兄
の
目
と
な
り
手
と
な
り
、
そ
の

運
営
を
手
助
け
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
七
月
七
日
当
座
・
九
月
十

三
日
当
座
・
十
月
十
日
兼
題
当
座
に
服
部
中
庸
（
箕
田
水
月
）
の
歌
が
見

出
せ
る
。

文
化
十
四
年
は
、
小
津
徒
好
（
友
能
）・
小
津
理
修
（
守
良
）・
小
津
久

足
の
三
名
が
常
連
と
し
て
加
わ
る
。
こ
の
年
、
三
者
と
も
に
春
庭
に
入

門
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
三
名
の
事
跡
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
若
き
日

の
小
津
久
足
」（「
雅
俗
」
11
、
Ｈ
24
・
６
）
に
詳
述
す
る
。

文
政
元
年
は
「
我
を
し
へ
子
ど
も
、
ま
た
父
の
世
よ
り
し
た
し
き

人
々
も
つ
ね
に
よ
め
る
歌
」（
春
庭
序
）
を
集
め
て
『
門
の
お
ち
葉
』
を

刊
行
し
た
年
で
も
あ
り
、
後
鈴
屋
社
中
の
営
み
は
い
よ
い
よ
盛
ん
で
あ

る
。
春
庭
を
中
心
に
、
後
見
人
の
殿
村
安
守
を
は
じ
め
、
岡
山
正
興
・

中
津
元
義
等
、
宣
長
門
下
の
古
参
も
健
在
で
、
の
ち
に
重
き
を
な
す
三

井
高
匡
・
小
津
徒
好
・
小
津
理
修
・
小
津
久
足
等
も
順
次
加
わ
り
、
歌

集
出
版
を
企
て
る
ほ
ど
の
活
況
を
呈
し
て
い
た
こ
と
が
、
同
年
の
月
次

順
会
歌
会
の
開
始
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
そ
の
他
の
常
連
は
、
織
戸
為

貞
・
綾
戸
ま
さ
し
・
小
津
美
濃
・
山
路
好
和
・
長
井
あ
い
で
あ
る
。

文
政
二
年
に
は
、
本
居
壱
岐
・
長
谷
川
元
貞
・
長
谷
川
秀
経
・
長
井

定
澄
・
小
津
長
澄
・
常
念
寺
啓
廓
が
常
連
に
加
わ
る
（
長
谷
川
秀
経
は
文
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政
元
年
七
月
よ
り
名
が
み
え
る
）。
元
貞
以
下
五
人
は
、
以
降
の
月
次
順
会
歌

会
に
て
会
主
も
つ
と
め
、
後
鈴
屋
社
中
で
も
重
要
な
人
物
と
な
る
。
春

庭
の
妻
壱
岐
は
、
こ
の
頃
か
ら
月
次
歌
会
に
参
加
し
は
じ
め
、
美
濃
と

と
も
に
春
庭
の
代
筆
を
多
く
行
う
な
ど
、
夫
の
文
業
を
献
身
的
に
支
え

た
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
熱
心
で
あ
っ
た
綾
戸
為
貞
が
文
政
二
年
四
月
二

日
を
機
に
出
詠
を
や
め
る
（
為
貞
は
文
政
四
年
に
亡
く
な
る
）。
同
じ
く
常
連

で
あ
っ
た
妻
ま
さ
し
（
大
平
門
人
録
に
「
綾
戸
為
貞
妻
正
」
と
あ
り
）
の
名
は

文
政
二
年
九
月
五
日
以
降
な
く
な
り
、
代
わ
り
に
十
月
十
日
か
ら
寿
貞

尼
が
常
連
に
加
わ
る
た
め
、
ま
さ
し
が
髪
を
下
ろ
し
寿
貞
尼
と
名
を
変

え
た
と
思
わ
れ
る
（『
本
居
宣
長
記
念
館
収
蔵
品
目
録　

第
三
輯
』
所
収
の
短
冊
裏

書
に
「
綾
戸
尼　

寿
貞
」
と
あ
り
）。
こ
の
綾
戸
寿
貞
（
ま
さ
し
）
は
月
次
歌
会

で
は
常
連
で
あ
る
が
、
月
次
順
会
歌
会
に
は
ほ
と
ん
ど
出
詠
が
な
い
。

壱
岐
も
こ
の
頃
の
月
次
順
会
歌
会
に
は
ほ
と
ん
ど
出
詠
し
な
い
た
め
、

女
性
は
参
加
を
憚
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

文
政
三
年
は
常
連
に
さ
ほ
ど
変
化
が
な
い
。

文
政
四
年
四
月
二
十
二
日
に
は
「
松
園
翁
追
善
会
」
が
開
か
れ
る
。

松
園
翁
と
は
綾
戸
為
貞
の
こ
と
。
草
創
期
の
後
鈴
屋
社
中
を
支
え
た
為

貞
の
死
に
、
無
沙
汰
で
あ
っ
た
小
西
春
村
も
歌
を
寄
せ
る
。
妻
寿
貞
は

前
後
し
ば
ら
く
出
詠
が
な
い
が
、
こ
の
追
善
会
に
は
「
今
も
猶
ち
り
に

し
花
の
し
の
ば
れ
て
く
れ
し
き
の
ふ
の
花
の
こ
ひ
し
き
」
と
兼
題
の
み

寄
せ
る
。
こ
の
年
の
常
連
は
、
出
詠
の
多
い
順
に
、
殿
村
安
守
・
小
津

久
足
・
長
谷
川
元
貞
・
長
谷
川
秀
経
・
三
井
高
匡
・
殿
村
常
久
・
長
井

定
澄
・
本
居
壱
岐
・
小
津
美
濃
・
綾
戸
寿
貞
で
あ
り
、
一
段
劣
っ
て
小

津
守
良
・
向
井
繁
房
・
小
津
長
澄
と
な
る
。
殿
村
常
久
は
後
鈴
屋
社
中

発
足
時
よ
り
の
メ
ン
バ
ー
だ
が
、
常
連
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
く
、
折
に

触
れ
て
出
詠
す
る
程
度
で
あ
っ
た
も
の
の
、
文
政
四
・
五
年
は
熱
心
に

歌
を
残
す
。
そ
の
他
、
文
政
四
年
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
本
居
大
平
・

同
清
島
、
そ
し
て
清
水
浜
臣
の
名
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
大
平
・
清

島
に
つ
い
て
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
正
月
の
兼
題
を
和
歌
山
に
お
け

る
大
平
主
催
の
歌
会
と
合
わ
せ
て
い
る
た
め
、
そ
の
歌
が
寄
せ
ら
れ
た

の
だ
ろ
う
。
大
平
は
正
月
兼
題
、
ま
た
お
そ
ら
く
同
年
正
月
（
綴
じ
目
に

か
か
り
難
読
）
の
月
次
順
会
歌
会
の
兼
題
「
紅
梅
」
に
歌
が
載
る
だ
け
だ

が
、
清
島
は
加
え
て
、
三
月
兼
題
、
四
月
三
日
兼
題
（
順
会
）、
四
月
兼

題
当
座
に
出
詠
が
あ
る
。
浜
臣
も
人
に
託
し
て
歌
を
寄
せ
た
と
思
わ
れ

（
拙
稿
「
若
き
日
の
小
津
久
足
」
前
掲
）、
そ
の
後
も
折
に
触
れ
て
兼
題
の
み
に

歌
を
寄
せ
る
。

文
政
五
年
の
歌
会
に
お
い
て
は
、
閏
一
月
二
十
三
日
の
月
次
順
会
歌

会
よ
り
、
春
庭
の
息
有
郷
が
出
詠
し
は
じ
め
、
そ
の
ま
ま
常
連
と
な
っ

て
い
く
。

先
に
見
た
よ
う
に
文
政
六
～
八
年
は
記
録
に
不
備
が
あ
る
の
だ
が
、

そ
れ
で
も
久
足
・
壱
岐
の
名
前
は
は
ほ
と
ん
ど
の
記
録
に
見
え
、
森
田

聴
松
が
常
連
と
し
て
加
わ
る
（
出
詠
は
文
政
八
年
五
月
ま
で
）。
ま
た
、
文
政
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六
年
か
ら
富
樫
広
蔭
の
名
が
見
出
せ
る
も
の
の
、
常
連
と
い
え
る
ほ
ど

出
詠
は
確
認
で
き
な
い
。
文
政
八
年
に
は
旧
に
復
し
、
安
守
・
高
匡
・

元
貞
・
繁
房
・
有
郷
・
美
濃
も
以
前
と
同
様
、
ほ
ぼ
休
み
な
く
見
出
せ

る
。文

政
九
年
頃
か
ら
歌
会
の
参
加
者
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
久
足
・
壱

岐
・
有
郷
は
相
変
わ
ら
ず
ほ
と
ん
ど
に
出
詠
し
て
歌
会
を
盛
り
立
て
る

が
、
殿
村
安
守
・
三
井
高
匡
・
小
津
美
濃
は
、
ま
だ
出
詠
は
多
い
も
の

の
、
久
足
等
と
く
ら
べ
る
と
あ
き
ら
か
に
見
劣
り
が
す
る
。
殿
村
常
久

は
、
多
く
は
な
い
が
一
定
数
の
出
詠
を
つ
づ
け
る
。
文
政
八
年
末
か
ら

笠
因
清
雄
・
久
世
庭
民
（
も
っ
と
も
庭
民
は
文
政
十
年
ま
で
）、
文
政
十
年
か

ら
関
屋
景
之
・
野
口
茂
安
・
岡
村
幸
保
、
文
政
十
一
年
に
は
久
世
安

庭
・
笠
因
諸
親
と
、
春
庭
の
新
し
い
門
人
が
常
連
に
な
っ
て
い
く
。
後

鈴
屋
社
中
は
順
調
に
世
代
交
代
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

文
政
十
一
年
十
一
月
七
日
、
本
居
春
庭
は
永
眠
す
る
。
小
津
久
足
を

後
見
人
と
し
て
春
庭
の
息
有
郷
が
跡
を
継
い
だ
。
そ
の
顛
末
は
別
稿
に

論
じ
る
（
拙
稿
「
若
き
日
の
小
津
久
足
」
前
掲
）。

六
、
お
わ
り
に

以
上
、
本
居
宣
長
記
念
館
の
所
蔵
す
る
歌
会
記
録
を
も
と
に
、
資
料

の
性
格
、
歌
会
の
変
遷
、
歌
会
の
様
子
、
常
連
の
移
り
変
わ
り
を
考
察

し
て
き
た
。
本
稿
に
よ
り
、
漠
と
し
て
知
れ
な
か
っ
た
後
鈴
屋
社
中
の

日
常
の
営
み
が
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
見
通
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
歌
会
の
運
営
、
詠
草

の
添
削
の
様
に
は
、
春
庭
の
宣
長
学
継
承
の
一
端
が
見
出
せ
る
。
な
お

検
討
す
べ
き
課
題
は
多
く
、
と
く
に
一
首
一
首
を
吟
味
し
て
春
庭
の
和

歌
指
導
と
後
鈴
屋
社
中
の
詠
み
ぶ
り
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ

が
、
そ
の
た
め
に
は
今
回
取
り
上
げ
な
か
っ
た
月
次
歌
合
の
資
料
群
が

有
益
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
別
稿
を
期
し
た
い
。

〈
付
記
〉	

本
居
宣
長
記
念
館
・
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
に
は
、
貴
重

な
資
料
の
閲
覧
・
掲
載
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
吉
田
悦
之
・
久
保

田
啓
一
両
氏
に
は
種
々
の
ご
教
授
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。

（
ひ
し
お
か　

け
ん
じ
・
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
）


